
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平平成成 2288 年年 33 月月 2233 日日  （（ああづづみみ病病院院  ややままななみみホホーールル））  

「「医医療療・・介介護護ををめめぐぐるる動動向向～～地地域域医医療療構構想想とと地地域域包包括括ケケアア～～」」  

長長野野県県健健康康福福祉祉部部医医療療推推進進課課  衛衛生生技技監監  山山本本  英英紀紀  先先生生  

ＴＥＬ(直通) 0261-61-1455 、ＦＡＸ(直通) 0261-61-1456 
Ｅ-mail renkei@azumi-ghp.jp  

 受付時間  平日 8 時 30 分 ～ 17 時、土曜日 ８時 30 分 ～ 12 時 30 分（診療日に限ります） 
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患患者者ささんんののごご紹紹介介等等にに関関すするるおお問問いい合合わわせせ・・ごご要要望望はは、、地地域域医医療療連連携携課課でで承承っってておおりりまますす。。  

北北アアルルププスス医医療療セセンンタターー  ああづづみみ病病院院  地地域域医医療療連連携携課課  

写真：新病棟(本館)７階 

『病診連携登録医募集のご案内』（地域の医療機関の先生方へ） 

当院では、患者さんを中心とした地域医療を円滑に推進するため、地域の医療機関の先生方のご支援・ご協

力をいただきながら、地域医療連携をさらに充実・発展・密なものとするべく『病診連携医登録制度』を設

けております。詳しくは、地域医療連携課へお気軽にお問い合わせください。  担当：三浦 

平成 28 年 3 月 10 日 （あづみ病院 やまなみホール） 

眼科患者への指導 ～ 調剤薬局からの症例報告 ～ 

第第 1144 回回  

3 月 23 日、認知症疾患医療センター関係者研修会が行われ、医療・保健・福祉関係者の方々約 100 名がご参加されました。 

 今回の研修会は、長野県健康福祉部衛生技監（現健康福祉部長）の山本英紀先生にお越しいただき、「地域医療構想と地域包括ケアシ

ステムについて」をテーマにご講演いただきました。 国の目指す政策について、沢山のスライド資料を基に、関連する幅広い内容を丁

寧にご説明いただきました。高齢化による病床数の不足、より専門分化されていく医療体制の中で、慢性期の医療ニーズに対応するため

の医療・介護体制の整備が必要な時期に来ており、高齢者の在宅生活支援を行うためのしくみの構築が速やかに行われていくことが必要

不可欠と理解できました。平成 30 年に医療計画・介護保険事業計画の同時改定に向け、地域包括ケアシステムの構築が進んでいく大事

な時期と認識し、現場の業務にあたることが必要と感じました。 （医療相談室 岩﨑留美） 

3 月 10 日、第 14 回病薬連携懇話会をやまなみホール（新病棟本館）で行いました。テーマは前回『眼科指導』の講演会を経て、 

大北薬剤師会の 3 つの調剤薬局から発表をしていただきました。 

1 『眼科の処方箋』         いちご薬局      坂井 恵子   薬剤師 

2 『眼科の処方箋を受けて』 タカミ薬局      矢口 澄江  薬剤師 

3 『点眼薬の回数』         松川とをしや薬局 山本 比呂美 薬剤師 

当院眼科医 2 名も参加いただき各薬局からの発表後、眼科医からの意見もお聞きすることが出来、充実した懇話会となりました。 

（薬剤部 松本和子） 

mailto:renkei@azumi-ghp.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                             

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

唐澤 文寿 
（からさわ ふみとし） 

外 科 

 
◆信州大学（平成13年 3月卒） 

◆専門医：日本外科学会外科認定医 

日本外科学会外科専門医 

◆所属学会：日本外科学会 

日本消化器外科学会 

日本臨床外科学会 

日本消化器病学会 

◆4月よりお世話になっております唐澤です。このたび伊那

市より当地に赴任してまいりました。私の出身は長野県安曇

野市（旧堀金村）でして、北アルプスの山並みを眺めると「帰

ってきたなぁ､､､」という気持ちになります。これからもさ

らに外科医としての研鑽を積むとともに、ここ何年かでかな

り増えた体重(!)を減らすことが私の当面の目標です。よろし

くお願いします。 

関関係係各各位位ののごご支支援援にによよりり 22001144年年 88月月かからら着着工工ししてておおりりままししたた

新新病病棟棟（（呼呼称称：：本本館館））がが完完成成しし、、22001166 年年 22 月月 22 日日にに竣竣工工式式なならら

びびにに竣竣工工式式典典をを、、22 月月 66 日日ににはは関関係係機機関関とと地地域域住住民民等等をを対対象象ととしし

たた内内覧覧会会をを執執りり行行ううここととががででききままししたた。。工工事事・・引引越越しし期期間間中中はは

近近隣隣医医療療機機関関のの先先生生方方ににはは患患者者紹紹介介等等でで大大変変ごご不不便便ととごご迷迷惑惑をを

おおかかけけししままししたた。。ごご協協力力にに心心よよりり深深謝謝申申しし上上げげまますす。。  

新新病病棟棟はは老老朽朽化化ししたた築築 4477年年のの一一般般病病棟棟をを外外来来棟棟北北側側にに新新築築移移

転転ししたたももののでで、、一一般般病病棟棟機機能能にに加加ええ、、救救急急・・検検査査・・透透析析・・リリハハ

ビビリリテテーーシショョンン・・栄栄養養科科・・健健診診等等のの機機能能もも移移設設さされれ、、耐耐震震機機能能

をを備備ええたた地地上上 77 階階建建ててととななりり、、22001166 年年 33 月月 11 日日よよりり稼稼働働開開始始とと

ななりりままししたた。。  

  新新病病棟棟稼稼働働にに伴伴いい、、33 階階にに重重症症管管理理部部屋屋 66 床床、、展展望望のの素素晴晴ららしし

いい 66 階階でではは緩緩和和ケケアア病病床床のの運運用用ももああららたたにに開開始始ととななりりままししたた。。

ままたた、、最最上上階階 77 階階ににはは 220000 名名収収容容のの講講堂堂「「ややままななみみホホーールル」」がが

設設けけらられれ、、院院内内のの会会議議やや催催ししにに限限ららずず、、地地域域住住民民ののみみななささままがが

各各種種催催ししででごご利利用用いいたただだけけるるよよううににももななっってておおりりまますす。。ななおお、、

ややままななみみホホーールルにに隣隣接接すするるホホワワイイエエ（（ロロビビーー・・休休憩憩所所））はは患患者者

ささんん・・ごご家家族族のの休休憩憩のの場場ととししててもも利利用用可可能能でですすののでで、、高高台台かからら

のの展展望望をを楽楽ししみみななががららのの面面会会もも可可能能ととななりりままししたた。。  

今今後後もも大大北北地地域域のの基基幹幹病病院院ととししてて地地域域医医療療へへ貢貢献献ででききるるよようう

職職員員一一丸丸ととななっってて努努力力ししてて参参りりまますすののでで、、引引きき続続ききののごご支支援援とと

ごご協協力力ををおお願願いい申申しし上上げげまますす。。（（地地域域医医療療連連携携課課  木木島島貴貴宏宏）） 

 平成 27 年 2 月 6 日、外来棟 2 階会議室にて第 47 回あづみ病院地域連携懇話会を開催しました。今回はこの 2 月に竣工した新病棟の概要

説明と内覧会を行いました。西澤理統括院長の挨拶に始まり、続いて河内繁雄副院長から新病棟の概要や中核となる医療機能、フロアの紹介

などを行いました。つづく内覧会では参加者に自由に新病棟をまわっていただき、あたらしいあづみ病院の姿をじっくりとご覧いただきまし

た。新病棟は一般病床 200 床を有し、二次救急医療機関として重症管理部屋の設置をはじめとする救急医療機能の充実が図られます。また、

地域のニーズに応えられるように緩和ケア病床を開設してがん診療機能を強化するとともに、既存の女性骨盤底医学センター、肩関節治療セ

ンター、循環器病センター、認知症疾患医療センターの機能もさらに充実されます。そして今後ますます需要が増える高齢者医療に対しては

地域の先生方のご協力を得ながらプライマリケアケア体制の整備を推進する計画です。なお、新病棟は一般病床としてこの 3 月 1 日から稼働

開始となり、名称も「本館」と決定しました。次回の地域連携懇話会は 5 月 6 日（金）を予定しております。本館 7 階講堂やまなみホール

で開催いたしますので、大勢のご参加をお待ちしております。（出席者数：院内外あわせ 38 名） （地域医療連携課 木島貴宏） 

小笠原 紘輔 
（おがさわら こうすけ） 

精 神 科 

増田 智幸 
（ますだ ともゆき） 

初期研修医 

◆東海大学（平成26年月卒） 

 

◆4 月よりあづみ病院で精神科として勤務している小

笠原紘輔と申します。東京都出身で長野で暮らすのは初

めてです。趣味はスキーとダーツなので、今から冬にス

キーができるのを楽しみにしています。 

精神科医として働き出したばかりですが、一生懸命研修

をして、このあづみ病院で成長していきたいと思ってお

ります。よろしくお願い致します。 

 

春原 隆史 
（すのはら たかふみ） 

初期研修医 

松本 有機 
（まつもと ゆうき） 

初期研修医 

◆平成 28 年 3 月に信州大学を卒業し、4 月より研修医として働かせていただく春原隆史と

申します。信州大学には、一度別の大学を出て就職した後に、再受験で入学しました。信州

大学に入学する前は生物系の基礎研究に携わっていました。このたび再受験にて新たに医師

としての道を歩き始めました。ゼロからの再出発となることから、愚直に貪欲に学んでいき

たいと思います。このたび研修医という医師のスタートラインに立つことができました。研

修医の２年間は、今後医師として生きていくうえで極めて大切な期間であると思うので、少

しも無駄にしないつもりでしっかりと学びたいと思います。至らないことが多々あると思い

ますので、どうかご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。なお、趣味はほとんどあ

りませんが、飼っているネコと家の周りをお散歩するのがたまらない喜びとなっております。

よろしくお願いいたします。 

◆はじめまして。4 月より初期研修をさせて頂く増田智幸と申します。生まれ育った長野県

内の病院で研修させて頂けることを大変嬉しく思います。簡単に私自身の紹介をさせて頂き

ますと学生時代には陸上競技部に所属し、心身の向上に努めてまいりました。日々の鍛錬を

生かし、多忙な研修医生活にも対応していきたいと思います。また音楽鑑賞が趣味であり、

幼少時からピアノを弾いております。なかなか医療の現場で音楽が活躍する機会は少ないと

思いますが、もし自分の音楽が役に立つ機会があれば積極的に生かしていきたいと思います。

私が目指す理想の医師像としまして「地域の方々が安心して自分の状態について話せる医師」

を掲げております。そのためには当然、地域の皆様との信頼関係の樹立が必須のものとなり

ます。その状態に少しでも近づけるように、誠心誠意日々の診療に当たってまいる所存です

のでどうぞ宜しくお願い致します。また先生方に置かれましては、ご指導ご鞭撻のほど何卒

宜しくお願い申し上げます。 

◆４月より初期研修をさせていただきます。医師としての第一歩をあづみ病院で踏み出せる

ことを大変うれしく思っております。１つでも多くのことを学び長野県や日本の医療に早く

貢献できるようになればとの思いです。趣味は音楽鑑賞でクラシックが好きですが、体を動

かすことも始めなくてはと考えております。至らぬ点も多いですが、一生懸命頑張りますの

で、ご指導のほどよろしくお願い申し上げます。 

◆信州大学（平成28年 3月卒） 

◆山形大学（平成28年 3月卒） 

◆信州大学（平成28年 3月卒） 

 名称は 「 本館 」 に決定  


